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１ 中期学校経営方針 

（１）学校経営中期取組目標 

（２）学力向上に向けた重点取組分野・取組目標・具体的取組 
重点取組分野 取 組 目 標 具 体 的 取 組 

 
確かな学力 
（学習指導） 

｢わかる｣｢できる｣｢楽し
い｣を意識し.基礎･基本
の確実な定着を図る。 
言語活動の充実を図り､
思考力･判断力・表現力
を高める。 

校内授業研究会等による、指導方法や授業の改善と、魅力
ある分かりやすい授業の展開。 
毎日の授業による、基礎的な学力と学習習慣の定着。 
計画的な資料の収集と評価活動の工夫による評価・評定へ

の信頼性向上。 担当 学力向上プ

ロジェクト 

２ 横浜市学力学習状況調査等からの実態把握 

（１）学力の概要と要因の分析 
 統合前の両校の実態を分析すると横浜市の平均を下回る状況である。１、２年生での学力は、多くの
教科で市平均にとどいていない。また、生活意識も同様である。 

 学力向上に向けては、基本的生活習慣の確立と、安定した授業展開につながる組織的な生徒指導の充
実が必要である。 

 

（２）教科学習の状況   
○国語科：まず国語に対する意欲をあげていくことに課題がある。言語活動を取り入れ、生徒主体の授

業を展開し、学ぶ意欲を向上させていく。また、漢字の書き取りや文法の復讐を繰り返し行っ
たり、様々な文章を読み取る力を向上させたりする手立てが必要である。 

 ○社会科：単元の終わりのまとめの作業を丁寧に行い、基礎・基本的な知識の定着に努めることが課題
である。一方で、今後も授業において生徒に考えさせるための良質な発問の徹底に努め、思考・
判断・表現の力を伸ばしていく。 

○数学科：数学の基礎・基本的な問題を中心に丁寧に指導することで理解度を高めていきたい。  
 ○理 科：身近なことと関連付けながら授業を展開していく。理科に対する意識が低いので、興味

を引きやすい実験・観察などを取り入れていくことが課題である。 

 ○外国語科：外国語を使うことに対して積極的な姿勢がうかがえる。読解の点では、特に説明文から

情報を把握する力に課題がある。表現の点では、文と文のつながりに注意して適切な文を

作る力に課題がある。基礎基本を習得することで、さらなる学力の向上が期待される。外

国語学習意識と学力の関係性からも、外国語を学ぶ意識や意欲を高めていく必要がある。 

 
（３）経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識調査も含めて分析） 

生徒は各教科について学習意識が低く、学習することの意義を感じている生徒が少ない。全学年の学
力層で見ると、ＣＤ層の生徒が市平均よりも３～９％多く、教科書レベルの基本的な内容を十分に身に
つけていない生徒が多い。また、１日の家庭学習 120分以内の生徒が市平均よりも３％多く、一日に読
書をほとんどしない生徒が、市平均よりも８％多い状況である。一方、勉強が嫌いと回答している生徒
が市平均よりも２％少ない状況も見られる 

 
 

学 校 経 営 中 期 取 組 目 標 
＊｢わかる｣｢できる｣｢楽しい｣授業づくりを推進し､学力の向上を図ります 
＊生徒一人ひとりを徹底的に大切する､きめ細やかな指導を継続し､学校が生き生きと過ごせる場となるよ
うにします。 
＊家庭･地域･小中一貫教育推進ブロックとの絆を深め､共に学び､共に育つ学校づくりを推進します。 
＊生徒と職員･保護者と職員･地域と職員そして職員同士の信頼関係を深め､活気ある学校づくりを推進しま
す。 
＊統合により学区が広がり、関わる地域も広がったが､引き続き地域に根差した愛される学校を目指します。 



３ 平成 28年度 学年・教科等としての具体的取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会 
○単元の終わりにまとめの作業を行い、基礎・基本

的な知識の習得に努める。 

○授業でわかったことや考えたことなどをノー

トに書かせ、思考や表現などの力の定着を図る。 

○単元に関する内容を調べ、発表する活動や少

人数によるディベートなどを取り入れ、自分の

考えを深める力を養う。 

国語 
○漢字など基礎的・基本的な内容を計画的に反復

学習させる。 

○読書を推奨し、たくさんの文章に触れる機会を

つくり、読む力を高める。 

○短文作りや感想書きなど短い文章を書く機会を

多く設け、書くことに慣れさせることによって、書

くことへの苦手意識を解消する。 

○授業内で生徒に自分の考えを書いたり、発表さ

せたりする機会を増やし、考えていることを正

確に言葉に出来るよう、練習を積む。 

○生徒の学習意識の高さを生かして、スピーチな

どの発表や討論などの言語活動の充実をはか

る。 

 

数学 
〇基礎・基本の習得のため、定期テストとは別に、

章や単元ごとなどで確認プリントに取り組ませ、

自分自身の課題や疑問点を明確にさせる。 

〇単に、公式にあてはめるだけの単純な計算だけ

でなく、「なぜ」を大切にし、自分の考えを筋道立

てて説明したり、表現したりする活動を積極的に

取り入れることで、思考力・判断力・表現力を養う。 

理科 
○プリントや板書を充実させ、小テストなどを行

うことで基礎的な知識の定着を図る。 

○科学的思考力を育てるために、実験の予想・考察

の時間を積極的に設ける。 

○興味を引けるように、身近なことやニュースな

どで取り扱われた内容などと関連付けながら授業

を展開していく。 

音楽 
○歌唱領域では、発声練習や歌う姿勢を全学年で

共有し、1人ひとりが表現活動に意欲的に取り組め

るようにする。 

○器楽領域では、基礎・基本となる奏法を身につ

け、様々な楽曲に取り組ませる。 

○鑑賞領域では、世界の音楽を全学年通して鑑賞

させる。また、その魅力や美しさを体感させ、音楽

のもつ響きや良さを味わわせる。 

美術 
○生徒一人ひとりが意欲的に表現主題を追求でき

るように、基礎的・補充的な指導を充実させる。 

○名作の鑑賞や生徒同士の他者評価を鑑賞の授業

に取り入れることで、言語活動の充実を図ってい

く。 

技術・家庭 
○生徒が授業の中で課題を発見し、その課題を解

決することで、基礎・基本の学力の定着を目指す。 

○情報の授業で表現力を向上させる題材を設定す

る。 

○生活にあてはめられる題材から思考力の充実や

実践による判断力の向上をはかる。 

外国語 
○基本的な英文のパターンを繰り返し練習するこ

とで、基礎基本的な表現を身につける。 

○読む力や語順を身につけるために、教科書以外

の英語の文章に触れる時間を設けていく。 

○身近な話題についての理解や簡単な情報交換が

できるような表現活動をとりいれ、外国語学習意

識や意欲を高めていく。 

特別活動 
○コミュニケーション能力を育み、よりよい人間

関係を築かせるために、行事活動の充実を図る。 

○協力して問題解決する態度を育てるために、相

手の考え方や思いを尊重する話し合い活動をす

る。 

総合的な学習の時間 
○働く人の話を聞き、現在の自分を見つめ、将来に

ついて考えを深める。 

○職場体験を通じて、働くことの意義を理解し、自

己の進路選択に生かす。 

○職業について学んだことを整理分析し、具体的

な計画を立て、行動につなげていけるようにする。 

個別支援学級 
○個別の指導計画に基づき、個にあった指導方法

を工夫し、評価・改善を行い、指導の充実を図る。 

○授業形態や学習集団の構成を工夫し、個々のコ

ミュニケーション能力の育成を図る。 


